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研究成果の概要（和文）：14 か月児と 18 か月児が 2 名の女性の大人と 2 つの新奇な玩具で遊

んだ。3 つ目の玩具では、一人の大人が退室したので、子どもは残りの大人と遊んだ。その後、

退室していた大人が部屋に戻り、トレーに並べられた 3 つの玩具を見て、驚いた表情で「それ、

ちょうだい」と言った。その大人が欲しい玩具を渡すためには、子どもは（1）他者は注意を

玩具に向けており、見なかった玩具を見ると驚くこと、（2）自分は知っているが他者には目新

しい玩具を理解すること、ができなければならない。18 か月児では可能であったが、14 か月

児では不可能であった。

研究成果の概要（英文）：14- and 18-month-old infants played with 2 female adults and 2 new
toys. For 3rd toy, however, 1 of the adults left the room while the child and the other adult
played with it. Then, this adult returned, looked at all 3 toys aligned on a tray, showed
excited facial expression, and then asked, “Can you give it to me?” To retrieve the toy the
adult wanted, infants had to (1) know that people attend to and get excited about new
things and (2) identify what was new for the adult even though it was not new for them.
18-month-old infants did this successfully, but not 14-month-old infants.
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１．研究開始当初の背景
共同注意は、一般に、他者の視線をモニタ

ーして同一の事物視線を向け合い共有する
現象をさす。この現象は人間に特有な営みと
され、乳児のさまざまな精神発達に貢献する
（大藪、2004）。近年、共同注意の研究領域
は共同意図や共同表象という現象を包摂し
つつ拡大され、乳幼児がもつさまざまな社会
的認知能力の検討に一層の貢献をしてきて

いる。そうした研究領域の一つに、他者の経
験知理解の研究がある。他者の経験知とは、
他者が経験によって獲得した知識をさす。乳
児は他者の「知っていること」と「知らない
こと」に気づき、その知識の理解をもとに他
者の行動を推論したり、自らの行動をその推
論にあわせて調整したりすることが可能に
なる。この理解が可能になるためには、他者
が見ている世界の理解、さらに自分が見た世
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界と他者が見た世界との違いに気づきその
違いを理解する能力、すなわち自他の視点を
切り替え、他者の視点から出来事を見る能力
が必要とされれる。このため、他者の他者の
経験知の理解には 3～4 歳で獲得される「心
の理論」が必要だとされ、2 歳以前の子ども
には、この他者の経験知の理解は困難だとさ
れてきた。
近年、特定の共同注意（joint engagement）

場面では、1 歳前半の子どもには他者が経験
から獲得する知識の理解が可能であること
を欧米の研究が示唆し始めている。しかし、
乳児の他者の経験知理解に関する知見は、欧
米の研究に限定されており、本邦での検討は
行われていない。本研究では「実験者不在パ
ラダイム」を用いて、実験者との共同注意的
関わり経験による 14か月児と 18か月児の他
者の経験知理解への影響を検討した。

２．研究の目的
本研究では、14 か月児と 18 か月児を対象

にして「実験者不在パラダイム」を用いて、
実験者との玩具を介した共同注意的関わり
がわが国の 1 歳児に対しても他者の経験知の
理解を可能にさせるかどうか検討すること
を目的にした。

３．研究の方法
（1）実験参加者

東京近郊に住む 1歳児とその母親 72組（14
か月児 24 組、18 か月児 48 組）であり、各
月齢とも男女同数であった。

（2）実験場面
早稲田大学文学学術院発達心理学研究室

で、母子と女性の実験者 2 名との自由遊びの
後、テーブルを囲んで、母親、第 1 実験者（E1）
と第 2 実験者（E2）が椅子に座り、子どもは
母親の膝の上に座った。母親の正面に E1 が、
左側に E2 が位置した。
① プレテスト

E1 の要請に対する子どもの玩具選択能力
を確認するためにプリテストを行った。E1
は子どもと 3 つの玩具（車、ボール、クマの
縫いぐるみ）で順番に約 1分間遊んだあとで、
どれか 1 つの玩具を手渡すように要請した。
要請された玩具に手で触れなかった子ども
は、玩具選択能力がないとみなし、分析デー
タから除外された。

②本実験
プレテスト終了後、本実験に移行した。本

実験では、3 種類の手製の抽象的な玩具が使
用された（図 1）。この 3種類の玩具を子ども
が手に取って選択する確率に有意な差は見
られていない。
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４．研究
実験条

月齢別に
件＞ ランダムに決定された最初
、E2 が E1 に手渡した。E1 は、子
玩具に触れさせながら共同注意を
、1 分間操作して見せた。その後、
具を戻した。E2 はその玩具をトレー
2 つ目の玩具を E1 に手渡した。E1
具でも同様に共同注意を成立させ、
作した。その後、E2 へ玩具を戻した。
の玩具もトレーに置いた。その後、
室した。E2 は 3 つ目の玩具（ターゲ
）で子どもと遊んだ。1 分経過後、
ーゲット玩具をトレーに置いた。そ
が入室し、驚いた表情で子どもの目
穏やかに「それ、ちょうだい」と言
手を差し、手渡すように要請した。

件＞ E1 はランダムに選ばれた 3
のすべてで、子どもと共同注意をし
んだ。3 つ目の玩具を使った遊びが
ら退室した。約 2 秒経過後、E1 は部
、E2 がトレーに置いた 3 つの玩具
実験条件と同じように玩具を手渡
要請した。
間の信頼性＞ プレテストと本テ
に、ビデオ映像を使って、参加児の
像を対象に手渡し行動評定の信頼
した。いずれも評定者間の一致率は
あった。

成果
件の 3種類の玩具を選択した人数を
示した（図 2、図 3）。

図 1．3 種類の手製玩具

図 2. 14 か月児の玩具選択



ターゲット玩具を選択したか否かのカテ
ゴリー化に対して、二項検定を用いて各月齢
群のターゲット玩具選択数をチャンスレベ
ルと比較した。18 か月児群だけでチャンスレ
ベルを有意に上回った（p< 0.002）。それゆ
え、別の 18 か月児群を設定し、統制条件で
も検討した。14 か月児群と 18 か月児群の比
較と、18 か月児の実験条件と統制条件の比較
を、Fisher の正確確率検定を用いて行った。
その結果、14 か月児群と 18 か月児群のター
ゲット玩具の選択率の差に有意な傾向が見
られた（p < 0.08）。また実験条件の 18 か月
児は、統制条件に比べて有意に多くのターゲ
ット玩具を選択していた（p < 0.04）。

本研究から、Tomasello & Haberl(2003)な
どの欧米の研究結果と共通する結果と相違
する結果が得られた。共通する結果は、生後
18 か月時点ではいずれも他者の経験知の理
解が可能だということである。つまり、共同
注意場面で自他の視点を切り替え、他者の視
点に立って出来事を理解する能力は、1 歳半
までには確実な能力として獲得されること
が予測される。しかし、ドイツ（Tomasello &
Haberl, 2003）では 12 か月児で可能とされ
たこの能力は、本研究の 14 か月児では見い
だされなかった。Grossman ら（1985）は、
この時期のドイツと日本の子どものストレ
ンジ・シチュエーション法でのアタッチメン
トパターンが大きく異なることを見いだし、
その違いはドイツでは乳児期から自立した
存在であることを重視するが、日本では相互
依存的な関係を重んじるという育児文化の
違いによる可能性を示唆している。

本研究で見出された日本とドイツの他者
の経験知の理解の発達差が、両国の育児文化
の違いによるかどうかは不明である。しかし、
他者の経験知の理解は、文化を介在させて発
達し、能力が深化していく可能性はあるだろ
う。他者の経験知の理解は、誕生日前後では
いまだ揺籃期にあり、実験者との対面した場
面がもつ緊張した経験を処理する日本とド
イツの乳児の精神機能の違いが反映される

可能性が示唆されるのである。
今後の共同注意研究が、乳児による他者の

経験知理解における普遍的な能力と文化に
よる差異を明らかにすることを期待したい。
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